
令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

グラデュエーション・ポリシー

最終評価

（１）共通評価項目

評価項目
達成度

（評価）
評価

A A

A A

A A

A A

A A

●健康・体つくり A A

●業務改善・教職
員の
　働き方改革の推
進

A A

●特別支援教育の
充実 A A

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
達成度

（評価）
評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・授業の充実と授業時間の確保および効果的な課題を与え家
庭学習の定着を目指す。
・電子黒板、学習用ＰＣを用いて効率よく授業を行う。
・展開授業を行う教科において、習熟度別授業を実施し、基
礎学力の向上を目指す。

・学力の向上については、目標を概ね達成することができた。生徒の学習の「自走化」が定着し、生徒の主体的な取り組みにつながるような指導計画を構築し、あわせて全体の底上げを目
指したい。
・大学入試の結果についても目標を概ね達成することができた。国公立大学、私立大学ともに入試の多様化が進み、年内入試（学校推薦、総合選抜）に対する対策もさらに必要になってく
る。多様化する入試形態への対応や生徒個々の把握をしっかり行い、弱点部分への対策を講じていきたい。次年度も大学入試問題研究や進路指導研修を充実させ、教科指導力の向上と
進路情報の掌握に努める。
・心の教育、健康・体力つくりについては、目標を概ね達成することができた。自他の生命を尊重する心や他者への思いやり、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付ける教
育活動の充実を図る。あわせて特別支援教育的側面からの生徒支援についても別室登校や配慮申請等の制度の充実を念頭に改善を進めていく。
・いじめへの対応については、いじめ対策推進法に基づいた対応を実践することができた。組織的かつスピード感をもって初期対応から事後のケアまで一貫した指導を行うことができた。次
年度も丁寧な指導を心がけたい。
・業務改善、教職員の働き方改革については、概ねその促進は進んでいるが、そのためには業務の精選と負担の均等化が課題と思える。次年度も目標達成に向けてより効果的な取り組
みを検討し、業務改善、働き方改革を推進していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立唐津東高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

①知的好奇心に富み、自ら問題解決を図ろう

とする生徒を求めます。

②学習に対して粘り強く取り組み、自身の目

標を達成しようとする生徒を求めます。

③探究活動などの主体的･協働的な学びに対

して積極的に取り組む生徒を求めます。

④校内外の様々な活動に積極的に参加し、自

己の見聞を広めようとする生徒を求めます。

①生徒各自の進路希望実現に向けて、基礎

的・基本的な学習を重視し、発展的な学習へ

とつなげます。

②ICT活用能力の向上を図り、その能力を活

かした主体的な学びの機会を充実させます。

③総合的な探究の時間に行政機関や大学等と

連携し、より実践　的な探究活動を行いま

す。

④中高一貫教育校として、6年間を通して自

走化の意識を持ち、努力をしていく生徒育成

のために、絶えず教育課程を見直していきま

す。

①生徒一人ひとりの進路希望の実現

 

②わかる授業実践と授業改善への取組

③社会性を高め、自らを律し、相手を 思いやる心の教育

の充実

④グローバル人材、チャレンジ精神を持った生徒の育成

４　本年

度の重点

目標

・学力の向上については、目標を概ね達成することができた。またICT機器等をフルに活用し、オンライン授業や学習支援などをとおして学習機会を確保し、授業を絶やさない工夫を行った。次年度は、教材を
精査し、よりわかりやすい授業を実践して、全体の底上げを目指したい。
・大学入試の結果についても目標を概ね達成することができた。次年度も継続して生徒の進路希望実現のため、大学入試問題研究や進路指導研修を充実させ、教科指導力の向上と進路情報の掌握に努め
る。また、多様化する入試形態への対応や生徒個々の把握をしっかり行い、弱点部分への対策を講じていきたい。
・心の教育、健康・体力つくりについては、目標を概ね達成することができた。自他の生命を尊重する心や他者への思いやり、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付ける教育活動の充実を
図っていきたい。
・いじめへの対応については、いじめ対策推進法に基づいた対応を実践することができた。組織的かつスピード感をもって初期対応から事後のケアまで一貫した指導を行うことができた。次年度も丁寧な指導
を心がけたい。
・業務改善、教職員の働き方改革については、業務の精選と負担の均等化が課題と思える。次年度も目標達成に向けてより効果的な取り組みを検討し、業務改善、働き方改革を推進していきたい。

学校関係者評価

取組内容
成果指標
（数値目標） 実施結果 意見や提言

●学力の向上

○基礎学力の向上○（学校独
自重点取組）

○各教科において、授業が学
力を高めると考える生徒の割
合が80％以上、授業を意欲的
に受けている生徒の割合が
90％以上、家庭学習に真面目
に取り組んでいる生徒の割合
が80％以上とする。

・郷土の価値を理解し、他者へ郷土の魅力を発
信できるようになると、もっと良いと思います
・郷土に誇りや愛着を感じる生徒が多いことは大
変喜ばしいことと思います。辰野金吾や天野為之
らが東京での唐津出身者の為の義捐組織として
立ち上げた「久敬社」に関係する者として大変嬉
しく思います。
・地域学など唐津市の伝統校としての特徴を生か
した目標となっており、取り組みは評価できます。

２　SAGAスクール・ミッション

　　学校教育目標

３　スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー

最終評価

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重
する心、他者への思いやりや
社会性、倫理観や正義感、感
動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、
倫理観、正義感、感動する心
を持つ生徒の割合を90％以上
とする。

・体育大会での団活動やクラスマッチ、学校祭のクラス展
示、ボランティア活動、芸術鑑賞会、修学旅行等の特別活動
のほか、人権同和教育に関するホームルーム活動や講演会な
どを通して、生徒が豊かな心を身に付ける教育活動を行う。

・多くの行事を通して、生徒の生命尊重の
心・思いやり・社会性・倫理観・正義感・感動
する心を醸成することができた。アンケートで
「他人を思いやる心、自他の生命を尊重する
心、倫理観のある行動を心がけている」の項
目で97％がよく当てはまる、やや当てはまる
と回答した。

・授業が学力を高めると考える生徒の割合
は、5教科すべてで90％以上であった。
・授業を意欲的に受けている生徒の割合は、
10教科すべてで90％以上であった。
・家庭学習に真面目に取り組んでいる生徒
の割合は、5教科中、4教科が90％以上で1教
科が87％であった。

・公開授業を参観しましたが、生徒が関心を持
ち、意欲的に授業を受けている姿を見ることが出
来ました
・数値目標は概ねクリアされているようですので、
先生方の日頃のご尽力のお陰かと思います。習
熟度別、志望校別の授業は、生徒にとっても学習
に取り組みやすいと思います。

○生徒に考えさせる進路指導
の研究

○放課後特課や長期休業特課
の弾力的運用について検討
し、50%を選択講座制で実施す
る。
○東大・京大・早稲田・慶応
の合格者を5名以上、九大を含
む難関大学・学部の合格者を
30名以上とする。

・各学年の生徒集団に応じた校内の特課や校外学習会への参
加を促し、生徒の自律した学習習慣を支援する。
・大学入試分析会、研究会や校内進路検討会を通して、職員
の指導力向上を支援する。

・予備校等での研究会や和歌山への学校訪
問で得た教科指導や進路指導に関する情報
を、職員で共有し生徒に還元することができ
た。
・高校での全講座の約70%を選択制で実施
し、自走化に向けた取り組みが定着しつつあ
る。今後は、総合型選抜や学校推薦型選抜
の結果を踏まえ、学校としてどう対処すべき
か研究していく必要がある。

・選択制の講座は、生徒の意欲を引き出す良い
取り組みだと思いました。
・卒業生の体験談を聞く機会を増やすと、もっと良
いと思いました
・選択講座制の特課が定着してきたとのことです
が、生徒も学習に取り組みやすいのではないで
しょうか。また、英検等の外部テストのスコアを得
点化する大学も増えてきているようですので、高2
で英検等の外部テストを積極的に受検しておくべ
きではないでしょうか。

５　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●教育委員会規則に掲げる時
間外在校等時間の上限を遵守
する。

・定時退勤日、学校閉庁日を設定する。
・職員の在校時間を把握し、必要に応じて面談を行う。
・部活動について効果的かつ十分な休養日を設定する。

・校舎施錠時刻の変更（１９時→１７時）や、
休日の部活動引率業務の振休取得の促進
など、働き方改革を積極的に進めた結果、時
間外在校等時間は１月まですべての月で前
年度より減少している。
・部活動についても多くの部で休養日の基準
（週のうち平日１日、休日１日以上）をクリアし
ている。

・教職員も十分に休養して頂き、気持ちの余裕を
もって生徒の指導に当たって頂きたいと思います
・先生方の業務時間の調整は大変だとは思いま
すが、概ね管理が行き届いているようです。先生
方がお元気でなければ、良い学校運営はできな
いと思います。
・働き方改革は社会状況からも重要であり、在校
等時間が減少したのは評価できます。

・特別支援教育に関する研修会を実施する。
・特別支援委員会、生徒連絡会等で生徒の情報共有を図る。

・体育大会、文化祭では学年やクラスを越えてお
互いを認め、協力する姿が見受けられたと思いま
す

●いじめの早期発見、早期対
応に向けた取組の充実

〇いじめ防止等（いじめの定
義、いじめの防止等のための
取り組み、事案対処等）につ
いての組織的対応ができてい
ると回答した教職員を90%以上
とする。

●望ましい食習慣と食の自己
管理能力の育成

・「健康に良い食事をしてい
る」生徒80％以上

・健康に関するアンケート等の中で、食に関する意識調査を
実施する。
・保健だより等を通して、望ましい食習慣についての意識啓
発を行う。

・高校2年生を対象としたアンケートにて、健
康に良い食事をしている生徒の割合は
93.1％であった。
・保健だより、および高校１年生で実施した調
理実習時等で、食習慣の重要性について説
明するとともに、改善の必要性等について働
きかけを行った。

・健やかな体と心は食で成り立っていることを再
認識して、料理を作る機会を増やして欲しいと思
います
・食はこれからの人生を楽しむためには大きな
ウェイトを占めると思います。偏食することなく、
健康な体を作って欲しいと思います。

・いじめに関する教職員研修を実施する。
・「生徒理解協議会」で生徒の様子などの情報を共有し、
「いじめの未然防止の取組」「いじめの早期発見の取組」に
努める。

・各種の教職員研修会によって、いじめに対
する認識を高め、保健厚生部の保健調査や
教育相談、各学年・各担任からの情報をもと
に早め早めに情報を共有し、連絡を密にして
いじめ防止に対する取り組みを継続的に実
施できている。、

・早期に発見し対応することで、生徒の教職員に
対する信頼感が育っていると思います
・「いじめ・体罰等対策委員会」でのお話を聞いて
いる限り大きな問題もなく、楽しく学校生活を送れ
ているのだなと感じています。

◎★ふるさと佐賀への思いを
醸成するための教育活動

◎「佐賀県に誇りや愛着を感
じる・どちらかというと感じ
る」と回答する生徒を75％以
上にする。

◎佐賀を誇りに思う講演会を実施する。
・環境ボランティアや国スポの補助員としての活動をふるさ
と佐賀を見つめなおす機会とする。
・総探の時間で、唐津市等と連携して地域学を実施する。

・講演会、ふるさとを体験する行事、総探の
時間での地域学などにおいて、地域と連携し
ながら目的に応じた学習活動を計画、実施し
た。国スポでは多くの生徒が補助員として参
加し、佐賀県の一員として誇りをもって活動し
た。
・学校に関するアンケートでは、佐賀県に誇
りや愛着を感じると回答した生徒は73％で
あったが、1月に高校3年生を対象に行ったア
ンケートでは、81％の生徒が佐賀県に誇りや
愛着を感じると回答している。

６　総合評価・

　　次年度への展望

・中高一貫の特性を活かした活動が出来ていると
思います
・「鶴城寺子屋」の取り組みは大変良い取り組み
だと思います。是非、これからも継続してほしい活
動です。
・地元への就職、定住につながるためには地元
への愛着が必要。唐津市内での活動を充実させ
てください。そのためにも佐賀大学唐津キャンパ
スを活用してください。

〇★地域の中学生との交流 ★自分の学校を中学生に勧め
ることができる生徒の割合
80％以上、教職員の割合85％
以上

★地域の中学生約30～40名を対象に、高校生が主に学習サ
ポートを行う。また、施設見学や部活動見学などを行う。活
動を通して、地域の中学生の本校に対する進路意識の向上に
努める。
・生徒会が、企画から運営までを行い、進路指導部とも連携
を図る。 A

・自分の学校を中学生に勧めることができる
生徒は２学期のアンケートでは生徒89％、教
職員94％であった。1学期より教職員の数字
が下がっているが、目標を大きく上回ってい
る。
・体験入学以外にも生徒会の生徒が学校行
事に関する企画や運営に携わる場が増え
た。特に生徒総会や次年度の学校祭に向け
た企画において顕著に見られた。

A

○（独自評価項目・任意）

○★唯一無二の中高交流 ○★「鶴城寺子屋」（本校中
学生の学習サポート）を校内
で年間3回実施する。

・約40名の中学2・3年生に対し、約40名の高校1・2年生が、
主に学習のサポートを行う。

A

〇北部地区の県立中高一貫教育校として、これからの時代を見据えた６年間のカリキュラムに基づく教育実践を

　更に充実させる。

〇120年以上の歴史を持つ唐津市の伝統校として、地域の行政機関や各学校、地域の方々と連携した活動の中

　で、高い志と主体的に生きる力を身に付け、地域や国際社会の発展に貢献できる逞しい人材を育成する。

①国際社会の発展に貢献するために必要な語

学力や、コミュニケーション能力を育成しま

す。

②地域社会の発展に貢献できる発想力や多様

な人々をまとめるリーダーシップを育成しま

す。

③他者への思いやりに富み、多様性を認める

ことができる広い視野を持った人材を育成し

ます。

④急速に変化していく社会の中で、変化に順

応し、新しい気付きを積み上げながら逞しく

生き抜いていく人材を育成します。

・自校の取り組みや方向性を理解し、後輩に勧め
ることが出来る素晴らしい生徒が増えていると思
います
・地域の中学生との交流は双方に良い刺激に
なっていると思います。また何事にも積極的に取
り組む姿勢は良いことです。ボランティア活動に
おいては活動を通して自分が成すべきことを思い
描けると良いと思います。

・進路委員を中心に準備・運営を行い、参加
した中高生徒のほぼ全員が取り組みに満足
する結果となった。今後さらに生徒の意見を
取り入れながら、中高一貫校として特色ある
この企画を充実したものにしていきたい。

A

重点取組
具体的取組

学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標） 実施結果 意見や提言

○特別支援教育に関する教員
の専門性と意識の向上

○特別支援教育に関する専門
性が向上したと回答した教員
70％以上

最終評価

・10月に本校SCを講師とする特別支援教育
研修会,また年間4回の教育相談連絡会を行
い，支援を要する生徒の情報共有を図った。

・研修会を通し、十分な理解を持って指導に当
たって頂きたいと思います
・子供達との良い関係性、距離感を持つことを大
事にして接していただきたく思います。

●業務効率化の推進と時間外
在校等時間の削減


